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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

既設のコンセントに差し込むための複数のプラグ端子と前記複数のプラグ端子の間に直列

に接続された第一の電気抵抗と接続／遮断する第一のスイッチと、地震を検知して感震信

号を出力する感震器又は外部の感震器から感震信号を受ける受信器と、前記感震器又は前

記受信器が出力する前記感震信号により、前記第一のスイッチを所定の時間接続駆動する

スイッチ駆動器と、前記スイッチ駆動器及び前記感震器又は前記受信器に電力を供給する

電源と、これらを収納する筐体とを備え、前記プラグ端子は、前記筐体の一面から突出し

、前記コンセントに前記プラグ端子が差し込まれた状態では、

前記第一の電気抵抗は、第一のスイッチが接続したときに、前記第一の電気抵抗と前記複

数の前記プラグ端子間の電圧とにより決まる電流が前記コンセントを流れ、前記電流の値

が、前記コンセントが接続されたブレーカを遮断するための遮断電流を越えるように設定

されていて、前記所定の時間は、ブレーカが接続状態から遮断状態に移行する（トリップ

）に必要な時間であり、

前記コンセントの端子間の電源電圧を検出して、前記電圧が検出される間は、前記ブレー

カの遮断状態への移行が完了していないとし、前記電圧が検出されなくなった時点で前記

ブレーカの遮断状態への移行が完了したとして、遮断状態への前記移行が完了するまでを

前記所定の時間とし、前記所定の時間は、第一のスイッチを接続し続けることを特徴とす

るコンセント差込型感震ブレーカ遮断装置。

【請求項２】
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既 設 の コ ン セ ン ト に 差 し 込 む た め の 複 数 の プ ラ グ 端 子 と 前 記 複 数 の プ ラ グ 端 子 の 間 に 直 列

に 接 続 さ れ た 第 一 の 電 気 抵 抗 と 接 続 ／ 遮 断 す る 第 一 の ス イ ッ チ と 、 地 震 を 検 知 し て 感 震 信

号 を 出 力 す る 感 震 器 又 は 外 部 の 感 震 器 か ら 感 震 信 号 を 受 け る 受 信 器 と 、 前 記 感 震 器 又 は 前

記 受 信 器 が 出 力 す る 前 記 感 震 信 号 に よ り 、 前 記 第 一 の ス イ ッ チ を 所 定 の 時 間 接 続 駆 動 す る

ス イ ッ チ 駆 動 器 と 、 前 記 ス イ ッ チ 駆 動 器 及 び 前 記 感 震 器 又 は 前 記 受 信 器 に 電 力 を 供 給 す る

電 源 と 、 こ れ ら を 収 納 す る 筐 体 と を 備 え 、 前 記 プ ラ グ 端 子 は 、 前 記 筐 体 の 一 面 か ら 突 出 し

、 前 記 コ ン セ ン ト に 前 記 プ ラ グ 端 子 が 差 し 込 ま れ た 状 態 で は 、

前 記 第 一 の 電 気 抵 抗 は 、 第 一 の ス イ ッ チ が 接 続 し た と き に 、 前 記 第 一 の 電 気 抵 抗 と 前 記 複

数 の 前 記 プ ラ グ 端 子 間 の 電 圧 と に よ り 決 ま る 電 流 が 前 記 コ ン セ ン ト を 流 れ 、 前 記 電 流 の 値

が 、 前 記 コ ン セ ン ト が 接 続 さ れ た ブ レ ー カ を 遮 断 す る た め の 遮 断 電 流 を 越 え る よ う に 設 定

さ れ て い て 、 前 記 所 定 の 時 間 は 、 ブ レ ー カ が 接 続 状 態 か ら 遮 断 状 態 に 移 行 す る （ ト リ ッ プ

） に 必 要 な 時 間 で あ り 、

前 記 第 一 の 電 気 抵 抗 の 途 中 又 は 、 前 記 分 割 し た 第 一 の 電 気 抵 抗 の 間 で あ る 前 記 第 一 の ス イ

ッ チ の 端 子 か ら 、 第 三 の ス イ ッ チ 又 は 、 前 記 第 三 の ス イ ッ チ と 直 列 に 接 続 し た 第 二 の 電 気

抵 抗 を 介 し て 前 記 筐 体 外 の 接 地 端 子 に 接 続 す る 配 線 端 子 を 備 え 、 第 三 の ス イ ッ チ は 、 前 記

前 記 ス イ ッ チ 駆 動 器 に よ り 接 続 駆 動 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る コ ン セ ン ト 差 込 型 感

震 ブ レ ー カ 遮 断 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

本 発 明 は 、 感 震 セ ン サ に よ り 駆 動 す る コ ン セ ン ト に 差 込 型 の ブ レ ー カ 遮 断 装 置 に 関 す る も

の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

地 震 後 の 火 災 発 生 は 、 地 震 に よ り 破 壊 し た 電 気 装 置 や 配 線 に 復 帰 し た 電 力 が 供 給 さ れ る こ

と で 短 絡 し て 火 災 に な る 機 会 が 極 め て 大 き い 。 そ の た め の 対 策 と し て 、 従 来 、 大 き く 分 け

て ３ つ の 対 応 策 が 提 案 さ れ て き た 。 図 ５ は 、 感 震 電 源 遮 断 装 置 の 従 来 の 提 案 を 代 表 す る 出

願 の 図 面 を 載 せ た も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

１ つ 目 は 、 ブ レ ー カ の ス イ ッ チ の ツ マ ミ を 機 械 的 動 か す た め に 、 ツ マ ミ に 係 っ た 紐 と こ れ

に 繋 が る 錘 を 持 つ も の で 、 錘 が 地 震 に よ り 落 ち る こ と で 、 紐 が 引 か れ 、 ブ レ ー カ が 遮 断 さ

れ る も の で あ る 。 特 許 文 献 １ に 見 出 す こ と が で き る 。 こ れ は 、 図 ５ の ５ &#8722;Ａ に 示 す

よ う な も の で あ る 。 こ れ と 同 様 な 出 願 が 、 特 開 ２ ０ ０ ０ &#8722;１ １ ３ ７ ９ ７ 、 特 開 平 １

１ &#8722;２ １ ９ ６ ４ ２ 、 特 開 ２ ０ ０ ４ &#8722;２ ９ ６ ４ ２ １ 、 特 開 ２ ０ ０ ６ &#8722;１ ６

４ ６ ４ ９ 、 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ １ ９ ２ ８ ６ に 見 る こ と が で き る 。

欠 点 は 、 ブ レ ー カ １ つ １ つ に 付 け な け れ ば な ら な い こ と と 、 場 所 を と る こ と 、 地 震 に よ り

す ぐ 遮 断 に な っ て し ま い 、 遮 断 ま で に 時 間 遅 延 を と る こ と が で き な い こ と で あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

二 つ 目 は 、 壁 コ ン セ ン ト に 差 し 込 む プ ラ グ を 備 え 、 電 気 機 器 等 に 繋 が る プ ラ グ （ 負 荷 側 ）

を 差 し 込 む コ ン セ ン ト を 有 し 、 プ ラ グ と コ ン セ ン ト の 間 に 、 電 源 を 遮 断 す る ス イ ッ チ を 備

え て 、 こ の ス イ ッ チ を 感 震 手 段 に よ り 切 断 す る よ う に し た も の で あ り 、 電 源 が 負 荷 側 に 繋

が ら な い よ う に で き る 。 特 許 文 献 ２ に 見 出 す こ と が で き る 。 こ れ は 、 図 ５ の ５ &#8722;Ｂ

に 示 す よ う な も の で あ る 。 こ れ と 同 様 な 出 願 が 、 特 開 ２ ０ ０ ４ &#8722;３ ０ ４ ９ ６ ４ 、 特

開 ２ ０ ０ ８ &#8722;１ ７ ２ ９ ８ ７ 、 特 開 ２ ０ １ ３ &#8722;１ ５ ６ １ ９ ３ 、 特 開 ２ ０ １ ４ &#87

22;１ ６ １ ２ １ ３ に 見 る こ と が で き る 。

欠 点 は 、 こ の 手 段 に 接 続 し た 電 気 機 器 し か 電 力 が 遮 断 で き な い の で 、 多 く の コ ン セ ン ト を

同 時 に 遮 断 す る 場 合 は 、 沢 山 の 手 段 が 必 要 に な る こ と と 、 コ ン セ ン ト と ブ レ ー カ 間 の 配 線

に 不 都 合 が 起 こ る こ と に は 対 処 で き な い こ と で あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】
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三 つ 目 は 、 配 線 の 一 方 を 電 気 抵 抗 を 介 し て 接 地 端 子 に 接 続 す る ス イ ッ チ を 設 け て 、 地 震 セ

ン サ に よ り 、 ス イ ッ チ を 駆 動 し 、 漏 電 ブ レ ー カ を 遮 断 す る も の で あ る 。 特 許 文 献 ３ に 見 出

す こ と が で き る 。 こ れ は 、 図 ５ の ５ &#8722;Ｃ に 見 出 す よ う な も の で あ る 。 こ れ と 同 様 な

出 願 が 、 特 開 ２ ０ ０ ４ &#8722;３ ２ ８ ７ ６ に 見 る こ と が で き る 。

好 都 合 な 点 は 、 漏 電 ブ レ ー カ は 、 全 部 の ブ レ ー カ を 集 約 し た 一 番 大 元 に 存 在 す る の で 、 こ

れ が 遮 断 す る と 、 そ の 建 物 の 全 電 源 が 遮 断 に な る た め 、 例 え ば 、 コ ン セ ン ト と ブ レ ー カ 間

の 配 線 に 不 都 合 が 起 こ っ て も 対 処 が で き る こ と で あ る 。 欠 点 は 、 あ る ブ レ ー カ に 関 係 し た

部 分 的 な 遮 断 を し た い 場 合 に は 、 対 応 で き な い こ と で あ り 、 こ の よ う な 要 求 に 対 応 す る も

の で 、 ブ レ ー カ の ツ マ ミ １ つ １ つ に 取 り 付 け る １ つ 目 の 提 案 と は 違 っ た も の 、 特 に 、 既 設

の 電 気 設 備 状 態 を 変 更 す る こ と な く 、 た だ コ ン セ ン ト に 差 し 込 む だ け で 、 関 連 の ブ レ ー カ

を 遮 断 で き る も の が 必 要 と さ れ た 。 こ の よ う な 観 点 で 従 来 の 提 案 を 見 る と 、 こ の よ う な 提

案 は 見 い だ せ な い 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ &#8722;２ ９ ７ ２ １ ２

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ９ &#8722;２ １ ８ ０ ８ ３

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ ０ &#8722;２ ３ ４ １ ２ ８

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

本 発 明 の 課 題 は 、 コ ン セ ン ト 差 込 型 感 震 ブ レ ー カ 遮 断 装 置 は 、 コ ン セ ン ト に 差 し 込 ん で お

く だ け で 、 感 震 し た と き に 関 連 の ブ レ ー カ を 遮 断 で き る ブ レ ー カ 遮 断 装 置 を 提 供 す る こ と

で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

本 発 明 に か か る コ ン セ ン ト 差 込 型 感 震 ブ レ ー カ 遮 断 装 置 は 、 コ ン セ ン ト に 差 し 込 む た め の

複 数 の プ ラ グ 端 子 と こ の 間 に 電 流 を 決 め る た め の 電 気 抵 抗 と 接 続 又 は 遮 断 を す る ス イ ッ チ

と を 直 列 に 備 え 、 感 震 器 又 は 外 部 の 感 震 器 か ら 受 け た 感 震 信 号 に よ り ス イ ッ チ を 所 定 の 時

間 接 続 駆 動 す る ス イ ッ チ 駆 動 器 と 、 こ れ ら へ 電 力 を 供 給 す る 電 源 と こ れ ら を 収 納 す る 筐 体

と を 備 え 、 ス イ ッ チ が 接 続 さ れ た 時 間 の み 所 定 の 電 流 を 流 し 関 係 す る ブ レ ー カ の み を 遮 断

す る 。

以 下 、 請 求 項 に 沿 っ て 記 述 す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 コ ン セ ン ト 差 込 型 感 震 ブ レ ー カ 遮 断 装 置 で あ っ て 、

既 設 の コ ン セ ン ト に 差 し 込 む た め の 複 数 の プ ラ グ 端 子 と 前 記 複 数 の プ ラ グ 端 子 の 間 に 直 列

に 接 続 さ れ た 第 一 の 電 気 抵 抗 と 接 続 ／ 遮 断 す る 第 一 の ス イ ッ チ と 、 地 震 を 検 知 し て 感 震 信

号 を 出 力 す る 感 震 器 又 は 外 部 の 感 震 器 か ら 感 震 信 号 を 受 け る 受 信 器 と 、 前 記 感 震 器 又 は 前

記 受 信 器 が 出 力 す る 前 記 感 震 信 号 に よ り 、 前 記 第 一 の ス イ ッ チ を 所 定 の 時 間 接 続 駆 動 す る

ス イ ッ チ 駆 動 器 と 、 前 記 ス イ ッ チ 駆 動 器 及 び 前 記 感 震 器 又 は 前 記 受 信 器 に 電 力 を 供 給 す る

電 源 と 、 こ れ ら を 収 納 す る 筐 体 と を 備 え 、 前 記 プ ラ グ 端 子 は 、 前 記 筐 体 の 一 面 か ら 突 出 し

、 前 記 コ ン セ ン ト に 前 記 プ ラ グ 端 子 が 差 し 込 ま れ た 状 態 で は 、

前 記 第 一 の 電 気 抵 抗 は 、 第 一 の ス イ ッ チ が 接 続 し た と き に 、 前 記 第 一 の 電 気 抵 抗 と 前 記 複

数 の 前 記 プ ラ グ 端 子 間 の 電 圧 と に よ り 決 ま る 電 流 が 前 記 コ ン セ ン ト を 流 れ 、 前 記 電 流 の 値

が 、 前 記 コ ン セ ン ト が 接 続 さ れ た ブ レ ー カ を 遮 断 す る た め の 遮 断 電 流 を 越 え る よ う に 設 定

さ れ て い て 、 前 記 所 定 の 時 間 は 、 ブ レ ー カ が 接 続 状 態 か ら 遮 断 状 態 に 移 行 す る （ ト リ ッ プ

） に 必 要 な 時 間 で あ り 、

前 記 コ ン セ ン ト の 端 子 間 の 電 源 電 圧 を 検 出 し て 、 前 記 電 圧 が 検 出 さ れ る 間 は 、 前 記 ブ レ ー

カ の 遮 断 状 態 へ の 移 行 が 完 了 し て い な い と し 、 前 記 電 圧 が 検 出 さ れ な く な っ た 時 点 で 前 記

ブ レ ー カ の 遮 断 状 態 へ の 移 行 が 完 了 し た と し て 、 遮 断 状 態 へ の 前 記 移 行 が 完 了 す る ま で を
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前 記 所 定 の 時 間 と し 、 前 記 所 定 の 時 間 は 、 第 一 の ス イ ッ チ を 接 続 し 続 け る こ と を 特 徴 と す

る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 コ ン セ ン ト 差 込 型 感 震 ブ レ ー カ 遮 断 装 置 で あ っ て 、

既 設 の コ ン セ ン ト に 差 し 込 む た め の 複 数 の プ ラ グ 端 子 と 前 記 複 数 の プ ラ グ 端 子 の 間 に 直 列

に 接 続 さ れ た 第 一 の 電 気 抵 抗 と 接 続 ／ 遮 断 す る 第 一 の ス イ ッ チ と 、 地 震 を 検 知 し て 感 震 信

号 を 出 力 す る 感 震 器 又 は 外 部 の 感 震 器 か ら 感 震 信 号 を 受 け る 受 信 器 と 、 前 記 感 震 器 又 は 前

記 受 信 器 が 出 力 す る 前 記 感 震 信 号 に よ り 、 前 記 第 一 の ス イ ッ チ を 所 定 の 時 間 接 続 駆 動 す る

ス イ ッ チ 駆 動 器 と 、 前 記 ス イ ッ チ 駆 動 器 及 び 前 記 感 震 器 又 は 前 記 受 信 器 に 電 力 を 供 給 す る

電 源 と 、 こ れ ら を 収 納 す る 筐 体 と を 備 え 、 前 記 プ ラ グ 端 子 は 、 前 記 筐 体 の 一 面 か ら 突 出 し

、 前 記 コ ン セ ン ト に 前 記 プ ラ グ 端 子 が 差 し 込 ま れ た 状 態 で は 、

前 記 第 一 の 電 気 抵 抗 は 、 第 一 の ス イ ッ チ が 接 続 し た と き に 、 前 記 第 一 の 電 気 抵 抗 と 前 記 複

数 の 前 記 プ ラ グ 端 子 間 の 電 圧 と に よ り 決 ま る 電 流 が 前 記 コ ン セ ン ト を 流 れ 、 前 記 電 流 の 値

が 、 前 記 コ ン セ ン ト が 接 続 さ れ た ブ レ ー カ を 遮 断 す る た め の 遮 断 電 流 を 越 え る よ う に 設 定

さ れ て い て 、 前 記 所 定 の 時 間 は 、 ブ レ ー カ が 接 続 状 態 か ら 遮 断 状 態 に 移 行 す る （ ト リ ッ プ

） に 必 要 な 時 間 で あ り 、

前 記 第 一 の 電 気 抵 抗 の 途 中 又 は 、 前 記 分 割 し た 第 一 の 電 気 抵 抗 の 間 で あ る 前 記 第 一 の ス イ

ッ チ の 端 子 か ら 、 第 三 の ス イ ッ チ 又 は 、 前 記 第 三 の ス イ ッ チ と 直 列 に 接 続 し た 第 二 の 電 気

抵 抗 を 介 し て 前 記 筐 体 外 の 接 地 端 子 に 接 続 す る 配 線 端 子 を 備 え 、 第 三 の ス イ ッ チ は 、 前 記

前 記 ス イ ッ チ 駆 動 器 に よ り 接 続 駆 動 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ １ 】

以 上 の 様 に 構 成 さ れ て い る の で 、 本 発 明 に よ る コ ン セ ン ト 差 込 型 感 震 ブ レ ー カ 遮 断 装 置 は

、 コ ン セ ン ト に 差 し 込 ん で お く だ け で 、 所 定 の 規 模 の 地 震 が あ る と 、 即 座 又 は 所 望 の 時 間

遅 延 の 後 に 、 コ ン セ ン ト に 関 係 す る ブ レ ー カ を 遮 断 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ２ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の コ ン セ ン ト 差 込 型 感 震 ブ レ ー カ 遮 断 装 置 の 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の コ ン セ ン ト 差 込 型 感 震 ブ レ ー カ 遮 断 装 置 の 使 用 状 態 の 一 実 施 態 様 を 示 す

図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の コ ン セ ン ト 差 込 型 感 震 ブ レ ー カ 遮 断 装 置 の 他 の 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る

。

【 図 ４ 】 本 発 明 の コ ン セ ン ト 差 込 型 感 震 ブ レ ー カ 遮 断 装 置 の 他 の 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る

。

【 図 ５ 】 従 来 の 感 震 電 源 遮 断 装 置 の 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ３ 】

本 発 明 に よ る コ ン セ ン ト 差 込 型 感 震 ブ レ ー カ 遮 断 装 置 は 、 コ ン セ ン ト に 差 し 込 む た め の 複

数 の プ ラ グ 端 子 と こ の 間 に 電 流 を 決 め る た め の 電 気 抵 抗 と 接 続 又 は 遮 断 を す る ス イ ッ チ と

を 直 列 に 備 え 、 感 震 器 又 は 外 部 の 感 震 器 か ら 受 け た 感 震 信 号 に よ り ス イ ッ チ を 所 定 の 時 間

接 続 駆 動 す る ス イ ッ チ 駆 動 器 と 、 こ れ ら へ 電 力 を 供 給 す る 電 源 と こ れ ら を 収 納 す る 筐 体 と

を 備 え 、 ス イ ッ チ が 接 続 さ れ た 時 間 の み 所 定 の 電 流 を 流 す こ と で 、 コ ン セ ン ト が 繋 が る ブ

レ ー カ の 遮 断 電 流 以 上 の 電 流 と し 、 ブ レ ー カ が 遮 断 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。

以 下 図 に 沿 っ て 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

図 １ は 、 本 発 明 の コ ン セ ン ト 差 込 型 感 震 ブ レ ー カ 遮 断 装 置 の 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

１ &#8722;Ａ に お い て 、

筐 体 １ １ ０ の １ 面 か ら は み 出 し て 複 数 の プ ラ グ 端 子 １ ２ ０ （ 図 で は ２ 端 子 ） が 出 て い る 。

プ ラ グ 端 子 １ ２ ０ は 、 壁 等 に 既 設 さ れ た コ ン セ ン ト に 差 し 込 ま れ る も の で あ る 。

筐 体 １ １ ０ の 内 部 側 の 複 数 の プ ラ グ 端 子 １ ２ ０ 間 に は 、 第 一 の 電 気 抵 抗 １ ３ ０ と 接 続 又 は
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遮 断 を す る 第 一 の ス イ ッ チ １ ４ ０ が 直 列 に 接 続 さ れ る 。 第 一 の 電 気 抵 抗 １ ３ ０ の 値 は 、 第

一 の ス イ ッ チ １ ４ ０ が 接 続 し て 電 流 が 流 れ た と き に 、 ブ レ ー カ が 遮 断 す る 大 き さ に な る よ

う に 設 定 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

第 一 の ス イ ッ チ １ ４ ０ の 接 続 は 、 地 震 が 検 知 し た と き に 行 わ れ る 。 そ の た め 、 感 震 又 は 外

部 の 感 震 器 か ら 感 震 信 号 を 受 信 す る た め の 感 震 ・ 受 信 器 １ ５ ０ に よ り 感 震 信 号 を 得 て 、 感

震 信 号 に よ り 所 定 の 時 間 の み 第 一 の ス イ ッ チ １ ４ ０ を 駆 動 す る ス イ ッ チ 駆 動 器 １ ６ ０ を 備

え て い る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

所 定 の 時 間 の 例 と し て は 、 ブ レ ー カ が ト リ ッ プ す る に 必 要 な 時 間 で あ り 、 ま た 、 感 震 信 号

を 得 て か ら 例 え ば ３ 分 後 の よ う に 所 望 の 時 間 遅 延 後 か ら ト リ ッ プ す る に 必 要 な 時 間 と す る

こ と が で き る 。 ま た 、 コ ン セ ン ト の 端 子 間 の 電 源 電 圧 を 検 出 し て 、 電 圧 が 検 出 さ れ る 間 は

、 ブ レ ー カ の ト リ ッ プ が 完 了 し て い な い と し 、 電 圧 が 検 出 さ れ な く な っ た 時 点 で ブ レ ー カ

の ト リ ッ プ が 完 了 し た と し て 、 こ こ ま で を ト リ ッ プ す る に 必 要 な 時 間 と し て 、 第 一 の ス イ

ッ チ １ ４ ０ を 駆 動 す る こ と も で き る 。

こ の た め 、 ス イ ッ チ 駆 動 器 １ ６ ０ に は 、 時 間 遅 延 や ト リ ッ プ 時 間 の 設 定 を 行 え る 機 能 が あ

り 好 都 合 で あ る 。 時 間 遅 延 は 、 す ぐ に ブ レ ー カ が 遮 断 し て 照 明 灯 が 切 れ る と 避 難 が 危 険 に

な る た め 、 避 難 の 間 、 照 明 灯 を 点 灯 し て お く な ど の 必 要 が あ る 場 合 が あ り 、 こ の よ う な 場

合 に 対 応 す る た め で あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

ス イ ッ チ 駆 動 器 １ ６ ０ は 、 こ の よ う に 、 時 間 遅 延 や ト リ ッ プ 時 間 の 所 定 時 間 の 間 、 第 一 の

ス イ ッ チ １ ４ ０ を 接 続 す る よ う 駆 動 す る 。 こ の 時 間 の 間 、 第 一 の 電 気 抵 抗 １ ３ ０ と 電 源 の

電 圧 で 決 ま る 電 流 が コ ン セ ン ト に 繋 が っ た プ ラ グ 端 子 １ ２ ０ 間 に 流 れ る 。 こ の 電 流 は 、 コ

ン セ ン ト に 繋 が る ブ レ ー カ の 遮 断 （ ト リ ッ プ ） 電 流 値 よ り 大 き く 設 定 さ れ る の で 、 ブ レ ー

カ が 遮 断 す る 。 所 定 の 時 間 の 後 は 、 第 一 の ス イ ッ チ １ ４ ０ は 再 び 遮 断 状 態 に な る が 、 ブ レ

ー カ は 人 為 的 に 接 続 投 入 さ れ る ま で 遮 断 状 態 を 継 続 す る 。

ス イ ッ チ 駆 動 器 １ ６ ０ と 感 震 又 は 外 部 の 感 震 器 か ら 感 震 信 号 を 受 信 す る 感 震 ・ 受 信 器 １ ５

０ に 駆 動 の た め の 電 力 を 与 え る 電 源 １ ７ ０ を 備 え る の は 当 然 で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

１ &#8722;Ｂ に お い て 、 １ &#8722;Ａ の 筐 体 １ １ ０ と １ 面 か ら 突 出 し た プ ラ グ 端 子 １ ２ ０ を

示 す 。 こ の よ う に 既 設 の コ ン セ ン ト に 差 込 み 可 能 に 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

１ &#8722;Ａ で は 、 電 池 な ど で 電 源 １ ７ ０ を 構 成 し た 場 合 だ っ た が 、 １ &#8722;Ｃ で は 、 電

源 １ ７ ０ の 別 の 構 成 と し て 、 第 一 の ス イ ッ チ １ ４ ０ の 両 端 の 端 子 （ 図 示 に 例 ） 又 は 、 プ ラ

グ 端 子 １ ２ ０ 間 か ら 引 き 出 し た 配 線 １ ７ １ を 整 流 器 １ ７ ２ に 与 え 、 コ ン デ ン サ １ ７ ３ で 平

滑 し て 、 充 電 電 池 １ ７ ４ （ 二 次 電 池 ） を 充 電 す る 。 充 電 電 池 １ ７ ４ が 、 常 時 、 ス イ ッ チ 駆

動 器 １ ６ ０ と 感 震 又 は 外 部 の 感 震 器 か ら 感 震 信 号 を 受 信 す る 感 震 ・ 受 信 器 １ ５ ０ に 電 力 を

供 給 す る 。 図 の よ う に 配 線 １ ７ １ を 第 一 の ス イ ッ チ １ ４ ０ の 両 端 の 端 子 か ら と っ た 場 合 は

、 第 一 の ス イ ッ チ １ ４ ０ が 接 続 に な っ た 時 に は 、 整 流 器 １ ７ ２ に か か る 電 圧 が ゼ ロ に な る

の で 、 充 電 電 池 １ ７ ４ か ら の 逆 流 を 押 さ え る た め に は 、 ダ イ オ ー ド １ ７ ５ を 図 の 向 き に 入

れ る 必 要 が あ る 。 プ ラ グ 端 子 １ ２ ０ 間 か ら 配 線 １ ７ １ を 引 き 出 し た 場 合 に は 、 整 流 器 １ ７

２ に か か る 電 圧 は 、 常 に コ ン セ ン ト か ら 与 え ら れ る 電 圧 で あ り 、 ゼ ロ に な る こ と は な い た

め 、 ダ イ オ ー ド １ ７ ５ は 不 要 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

な お 、 ス イ ッ チ 駆 動 器 １ ６ ０ は 、 い ろ い ろ な 構 成 が 取 れ る が 、 こ の 図 で は 、 第 一 の ス イ ッ

チ １ ４ ０ を 電 磁 接 点 と し 、 接 点 を 駆 動 す る 電 磁 石 の コ イ ル １ ６ １ と こ れ に 直 列 の 接 続 し た

第 二 の ス イ ッ チ １ ６ ２ を 電 源 １ ７ ０ 間 に い れ 、 第 二 の ス イ ッ チ １ ６ ２ を 制 御 器 １ ６ ３ で 駆

動 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。 制 御 器 １ ６ ３ は 、 第 二 の ス イ ッ チ １ ６ ２ を 駆 動 す る 機 能 以

外 に 、 前 述 の 所 定 の 時 間 を 与 え る 機 能 、 場 合 に よ っ て は 、 感 震 器 か ら の 震 動 信 号 を 受 け て

、 所 定 以 上 の 大 き さ で し か も 地 震 動 で あ る こ と を 判 断 す る 機 能 を 備 え て も よ い 。
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【 ０ ０ ２ １ 】

又 、 第 一 の ス イ ッ チ １ ４ ０ に サ イ リ ス タ 等 の 半 導 体 ス イ ッ チ を も ち れ ば 、 サ イ リ ス タ の ゲ

ー ト を 制 御 器 １ ６ ３ の 出 力 で 駆 動 す る こ と に す れ ば 、 第 一 の ス イ ッ チ １ ４ ０ と ス イ ッ チ 駆

動 器 １ ６ ０ を 簡 単 な 構 成 に で き る 。 し か し な が ら 、 半 導 体 ス イ ッ チ は 、 内 部 抵 抗 が こ れ ら

の 用 途 と し て は 高 い た め 、 通 常 の 接 点 ス イ ッ チ に 比 べ 不 利 で あ る 。 こ の よ う に い ろ い ろ な

構 成 が で き る の で 、 図 示 に 例 に こ だ わ ら な い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

尚 、 第 一 の 電 気 抵 抗 １ ３ ０ は 、 第 一 の ス イ ッ チ １ ４ ０ の 片 側 に 付 け た が 、 両 側 に 分 割 し て

入 れ る こ と も 可 能 で あ る 。 図 ４ に は 、 こ の よ う な 事 情 を 記 述 し て い る 。 第 一 の 電 気 抵 抗 １

３ ０ は 、 第 一 の 電 気 抵 抗 １ ３ ０ Ａ 、 １ ３ ０ Ｂ の 二 つ の 電 気 抵 抗 に 分 割 し て 配 置 さ れ て い る

。

【 ０ ０ ２ ３ 】

図 ２ は 、 本 発 明 の コ ン セ ン ト 差 込 型 感 震 ブ レ ー カ 遮 断 装 置 の 使 用 状 態 の 一 実 施 態 様 を 示 す

図 で あ る 。

２ &#8722;Ａ に は 、 壁 等 に 既 設 の コ ン セ ン ト ス タ ッ ク ２ １ ０ を 示 し 、 複 数 の コ ン セ ン ト ２

１ ０ Ａ 、 ２ １ ０ Ｂ 、 ・ ・ ・ が 集 合 さ れ （ 勿 論 単 独 で も よ い ） 、 ブ レ ー カ ２ ２ ０ Ａ に 繋 が っ

て い る 。

他 の コ ン セ ン ト ス タ ッ ク や 機 器 に 直 接 繋 が っ た ブ レ ー カ も 含 め て 集 約 し て 漏 電 ブ レ ー カ ２

３ ０ が 繋 が り 、 屋 外 の 電 源 に 接 続 し て い る 。 漏 電 ブ レ ー カ ２ ３ ０ は 、 屋 内 の ど こ で 漏 電 が

有 っ て も 漏 電 が あ れ ば 、 電 源 遮 断 に な る 。 ２ &#8722;Ｂ に は 、 通 常 の プ ラ グ ２ ４ ０ が 示 さ

れ 、 例 え ば 、 コ ン セ ン ト ２ １ ０ Ａ に 差 し 込 ま れ る 。 ２ &#8722;Ｃ に 示 す の は 、 図 １ の １ &#8

722;Ａ の コ ン セ ン ト 差 込 型 感 震 ブ レ ー カ 遮 断 装 置 １ ０ ０ で あ る が 、 １ &#8722;Ｂ の も の で

も よ い 。 そ の 形 態 は 、 図

１ の １ &#8722;Ｂ の よ う で あ っ た 。 プ ラ グ 端 子 １ ２ ０ を 例 え ば 、 コ ン セ ン ト ２ １ ０ Ｄ に 差

し 込 ん で お く 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

２ &#8722;Ｄ に は 、 コ ン セ ン ト 差 込 型 感 震 ブ レ ー カ 遮 断 装 置 １ ０ ０ が コ ン セ ン ト ２ １ ０ Ｄ

に 差 し 込 ま れ た 状 態 を 示 す 。 こ の よ う な 状 態 で 、 地 震 が あ り 、 感 震 信 号 が あ る と 、 所 定 の

時 間 だ け 第 一 の ス イ ッ チ １ ４ ０ が 接 続 し 、 第 一 の 電 気 抵 抗 １ ３ ０ と 電 圧 で 決 ま る 電 流 が コ

ン セ ン ト ２ １ ０ Ｄ に 流 れ て 、 ブ レ ー カ ２ ２ ０ Ａ が ト リ ッ プ し 遮 断 状 態 に な り 、 再 度 手 動 で

接 続 状 態 に す る ま で こ の 状 態 を 継 続 す る 。 コ ン セ ン ト 差 込 型 感 震 ブ レ ー カ 遮 断 装 置 １ ０ ０

が 差 し 込 ま れ て い な い ブ レ ー カ ２ ２ ０ Ｂ 、 ２ ２ ０ Ｃ は 遮 断 し な い 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

図 ３ は 、 本 発 明 の コ ン セ ン ト 差 込 型 感 震 ブ レ ー カ 遮 断 装 置 の 他 の 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る

。

第 一 の 電 気 抵 抗 １ ３ ０ の 途 中 か ら 引 出 し こ れ に 第 三 の ス イ ッ チ ３ ０ １ を 接 続 し 、 こ れ を 筐

体 １ １ ０ の 外 に 引 出 し 、 他 の 接 地 端 子 に 接 続 す る 。 第 三 の ス イ ッ チ ３ ０ １ は 、 感 震 信 号 を

受 け て 、 ス イ ッ チ 駆 動 器 １ ６ ０ に よ り 駆 動 さ れ 、 接 続 さ れ る 。 接 続 さ れ る と 、 漏 電 が あ っ

た こ と に な る の で 、 ブ レ ー カ 以 外 に 漏 電 ブ レ ー カ ２ ３ ０ が 遮 断 と な る 。 尚 、 図 で は 示 し て

い な い が 、 第 三 の ス イ ッ チ に 直 列 に 第 二 の 電 気 抵 抗 を 負 荷 す る と 、 漏 電 電 流 の 設 定 が 容 易

に な る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

尚 、 感 震 器 と し て 使 え る も の は 、 多 く の 例 が あ る が 、 特 許 文 献 で の 例 を 見 る と 、 特 開 ２ ０

１ ３ &#8722;２ ４ ７ ６ ９ 、 特 開 ２ ０ ０ ９ &#8722;１ ５ ６ ７ ４ ３ 、 特 開 ２ ０ ０ ８ &#8722;１ ４

５ １ １ ５ 、 特 開 ２ ０ ０ ６ &#8722;１ ０ ５ ６ ３ ２ 、 特 開 ２ ０ ０ ２ &#8722;２ ４ ３ ５ ３ １ 、 特 開

２ ０ ０ １ &#8722;１ ０ ８ ５ １ ６ 、 特 開 平 １ １ &#8722;１ ９ ０ ６ ５ ７ 等 に 見 出 さ れ る 。 ま た 、

小 型 で 使 い や す い 市 販 品 と し て 、 株 式 会 社 生 方 製 作 所 が 製 造 販 売 を し て い る の で 、 部 品 と

し て 採 用 で き る 。 ま た 、 圧 力 セ ン サ で 振 動 を 計 測 し 、 こ れ を 周 波 数 分 析 し て 、 地 震 動 を 検

出 す る 手 段 も 使 用 で き る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
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【 ０ ０ ２ ７ 】

以 上 の よ う に 本 発 明 に よ る コ ン セ ン ト 差 込 型 感 震 ブ レ ー カ 遮 断 装 置 は 、 コ ン セ ン ト に 差 し

込 ん で お く だ け で 、 所 定 の 規 模 の 地 震 が あ る と 、 即 座 又 は 所 望 の 時 間 遅 延 の 後 に 、 コ ン セ

ン ト に 関 係 す る ブ レ ー カ を 遮 断 す る の で 、 産 業 上 利 用 し て 極 め て 好 都 合 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ８ 】

１ ０ ０ 　 コ ン セ ン ト 差 込 型 感 震 ブ レ ー カ 遮 断 装 置

１ １ ０ 　 筐 体

１ ２ ０ 　 プ ラ グ 端 子

　 １ ３ ０ 　 第 一 の 電 気 抵 抗

　 １ ４ ０ 　 第 一 の ス イ ッ チ

　 １ ５ ０ 　 感 震 ・ 受 信 器

　 １ ６ ０ 　 ス イ ッ チ 駆 動 器

　 １ ６ １ 　 電 磁 石 の コ イ ル

　 １ ６ ２ 　 第 二 の ス イ ッ チ

　 １ ６ ３ 　 制 御 器

　 １ ７ ０ 　 電 源

　 １ ７ １ 　 配 線

　 １ ７ ２ 　 整 流 器

　 １ ７ ３ 　 コ ン デ ン サ

　 １ ７ ４ 　 充 電 電 池

　 １ ７ ５ 　 ダ イ オ ー ド

　 ２ １ ０ 　 コ ン セ ン ト ス タ ッ ク

　 ２ １ ０ Ａ 、 ２ １ ０ Ｂ ・ ・ ・ ・ コ ン セ ン ト

　 ２ ２ ０ Ａ 、 ２ ２ ０ Ｂ ・ ・ ・ ・ ブ レ ー カ

　 ２ ３ ０ 　 漏 電 ブ レ ー カ

　 ３ ０ １ 　 第 三 の ス イ ッ チ

10

20



(8) JP  6575012  B2  2019.9.18

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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